
１．�鋼製ペールは、長年、石油や化学製品、塗料等をはじめ、各種危険物用包装容器として使用され
ています。				  

２．�鋼製ペールのJIS規格（JIS Z1620)は1967年に制定され、その後1972年、1985年及び1995
年に、実態を勘案して、適宜改正が行われてきました。

３．�しかし1995年のJIS規格改正以降、市場の要求や取扱安全性考慮して製品デザインが一部変更
されたり、危険物用容器の試験基準（危険物輸送に関する国連勧告）の改正により、天板取り外
し式も液体用危険物収納容器として使用できるようになりました。

4．�2020年には、これらを反映させ、JIS Z1620：2020として改正されました。このパンフレットは、
2020年の改正の要点をわかりやすくまとめたものです。

鋼製ペール
JIS Z1620：2020

改正内容の概要

ペール委員会

ドラム缶工業会

天板取り外し式
ラグタイプ

天板取り外し式
バンドタイプ

天板固着式
タイト

改正・公示されたJIS Z 1620:2020は、以下の日本規格協会のサイトからお求めいただけます。
https://webdesk.jsa.or.jp/books/W11M0090/index/?bunsyo_id=JIS+Z+1620%3A2020

スマートフォンからはこちら➡



1 天ぶた開封時に縁部で手などを損傷しないための安全対策

2 寸法、構造

種類 改正版JIS （JIS Z1620：2020） 旧JIS （JIS Z1620：1995）

１種

先端折り曲げあり
受け渡し当事者間の協定によって、各つめの先端を折り
曲げ加工してもよいとしました。

先端折り曲げなし

２種

先端折り曲げあり
受け渡し当事者間の協定によって、円周全体の先端を折
り曲げ加工してもよいとしました。

先端折り曲げなし

種類・
構造 改正版JIS （JIS Z1620：2020） 旧JIS （JIS Z1620：1995）

１種
2種

（図は1種）

（外高）
外高を胴体の高さとし、容易に高さ寸法が測定できるよ
うにしました。
ガスケットを装着していない状態は、実使用では基本的
になく断面図を削除しました。

（内高）
内高は、ガスケットを装着しない状態の寸法としており、
以下の計算式により算出しておりました。
内高　Hi＝�外高－〔天板のチャイム深さ＋地板のチャイム深さ＋

（呼び板厚×2）〕

3種

（外高）
缶の全高を外高として、容易に高さ寸法が測定できるよ
うになりました。

（内高）
内高は、製缶後は容易に測定できず、1種、2種と同様に
計算式により算出しておりました。
※お客様に容易に測定できる高さ基準ではありませんでした。

構造 胴体で補強のための輪帯を「輪帯（ビード）」と判り易くし
ました。

輪帯（ビード）

Ho：外高 Hi：内高

詳細図
ガスケットを装着
なしで胴体にセッ
トした状態

ガスケットを装着
して天ぶたを胴
体に締め付けた
状態

詳細図
ガスケットを装着
して天ぶたを胴
体に締め付けた
状態
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3 天板取り外し式（液体用）での水圧試験の追加
天板取り外し式にも水圧試験を追加し所定の性能を合格することで液体用危険物容器として使用可能となりました。

4 取っ手に用いる鉄線
取っ手に用いる鉄線に、JIS G 3547亜鉛めっき鉄線を追加しました。

5 容量基準
改正版JISでは容量の上限を規定しました。

注　�号別、呼び容量に対する容量基準は、旧ＪＩＳでは上限を設定していませんでした。このことから、1号と2号との区別が明確になら
ない恐れがあり、今回1号及び2号の外高及び容量の上限を検討し、設定することとしました。

　　2号については、呼び容量から乖離した容量は、現在の商取引で採用されていないことから、上限を設定することとしました。

試験項目 改正版JIS （JIS Z1620：2020） 旧JIS （JIS Z1620：1995）

気密試験 ○ ○
落下試験 ○ ○
水圧試験 ○※ ×
積重ね試験 ○ ○
取っ手強度試験 ○ ○

注　※ �消防法は、引火点が摂氏60度未満の第四類で、当該引火点における動粘度が10平方ミリメートル毎秒未満の液体危険物だ
け試験適用。

改正版JIS （JIS Z1620：2020） 旧JIS （JIS Z1620：1995）

呼び容量によって、下表に示す号別に区分し、今回上限を規定
しました。ただし、受渡当事者間の協議によっては下表の容量
を満たさなくてもよいとしました。

上限の規定なし

単位　L
号別 呼び容量 容量
1号 18 18.6以上20.6未満
2号 20 20.6以上22.6未満

単位　L
号別 呼び容量 容量
1号 18 18.6以上
2号 20 20.6以上

改正版JIS （JIS Z1620：2020） 旧JIS （JIS Z1620：1995）

JIS　G3532　鉄線
JIS　G3547　亜鉛メッキ鉄線 JIS　G3532　鉄線

取っ手
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